
令和７年９月11日

市議会第３回定例会

財務部財産運用課

令和６年度

指定管理者評価調書

指定管理者提出事業報告書

〈一部抜粋〉

－ 福祉部門 －



No 施設名 指定管理者名 担当部 担当課 ページ

1 江刺総合コミュニティセンター 社会福祉法人奥州市社会福祉協議会 福祉部 福祉課 1

2 水沢高齢者創作館 奥州市老人クラブ連合会 福祉部 長寿社会課 9

3 江刺高齢者生産活動センター 社会福祉法人奥州市社会福祉協議会 福祉部 江刺 健康福祉グループ 17

4 まえさわ介護センター 社会福祉法人つつじ会 福祉部 前沢 市民福祉グループ 26



R6利用実績(人) 評価

10,580

10,580

項目

指定管理料 6,708,000 使用料

利用料金 賃貸料

自主事業 その他

雑収入

計 6,708,000 計(A）

人件費 31,999,000 指定管理料

需用費 委託料

役務費 需用費

委託料 その他

使用料・
賃借料

31,999,000 計(B）

租税公課 25,291,000 支出(B-A)

その他諸費 942,480 維持修繕費

備品購入費

計 942,480 計(C）

26,233,480 全体支出(B+C-A)

人 1 人

人 0 人

評価

円 なし

円 評価

直近2年平均

25,647,000

0

損益 1,572,480 0 1,572,480

2

　直近２年の平均非常勤職員

0 0 計(B）

指定管理料

81,961 81,961

「こどものくに」（子育て広場）を本センターで実施しなくなったことが利用者減の主な理由である。

２　経費等の状況

（計） 13,368

職 員 配 置
　常勤職員 直近２年の平均常勤職員

　非常勤職員

支出

事 業 収 支
（単位：円）

4

R6 比較

支出(B-A) 25,291,000 356,000

3利用者一人
当たりの

指定管理料

指定管理料
  　/利用者数

3,024.5

指定管理とした
効 果

〔指定管理による行革効果〕 〔支出での効果額〕 356,000

原油価格や電気代の高騰等社会情勢の変動の影響が
年々大きく、対前年度比較を表面的な数字をもって
判断することは難しいが、節電等の工夫により、光
熱費の削減につなげる効果を得たのは指定管理者の
経営努力として評価できる。

〔支出での効果額の積算根拠〕

指定管理者
人件費率

人件費(賃金等)
　　/指定管理者事業支出

22.8 ％
R6年度

指定管理者損益
1,572,480 円

事業目的に適合しない支出等の有無

R6年度指定管理者収支 市の歳入・歳出

R6年度決算額 直近２年平均（R4～5）

収入

公の施設分 自主事業分

その他 0

31,893,000

15,682,141 15,682,141 委託料 0

33,945,977

備品購入費 0

969,200 969,200

21,765 21,765

歳出

※臨
時的

維持修繕費

31,289,301 0 31,289,301 計(C） 33,945,977

支出(B-A) 25,647,000

32,861,781 0 32,861,781 計(A） 6,246,000

7,129,751 7,129,751

歳出

※経
常的

31,893,000

80,991 80,991 需用費 0

7,405,453 7,405,453

0

0 その他 0

31,999,000 31,999,000

歳入

使用料 6,246,000

780,820 780,820 賃貸料

計

利 用 状 況

施設名 R3利用実績(人) R4利用実績(人) R5利用実績(人) 前年対比(％)

江刺総合コミュニティセンター 13,368 14,572 15,339 69.0

3
14,572 15,339 69.0

〔利用者の増減理由〕

施設設置目的
文化活動、社会福祉の研修等を行うことにより、障がい者、高齢
者等全ての市民の相互理解と交流の活性化を図り、もってノーマ
ライゼーションの理念の普及高揚にに資する。

指定管理料の有無 有

指定管理料
の区分

指定管理料＋利用料金
施 設 概 要

ホールや会議室の使用等による生涯学習の場となるコミュニティ
エリアと障がい福祉サービス事業所があるリハビリエリアからな
る施設である。

１　施設の利用状況

施 設 名 称 江刺総合コミュニティセンター 施 設 所 在 地 江刺地域

指定管理者名 社会福祉法人　奥州市社会福祉協議会 公募・非公募の別 非公募

指 定 期 間 令和５年4月1日～令和10年3月31日(5年間) 新規・継続の別 継　続

令和６年度指定管理者評価調書

施設所管課 福祉部福祉課 評価者職氏名 課長　千田　健悦 評価日 令和7年7月1日

59,592,977全体支出(B+C-A)

利用料金算定額 減免対象額 実収入額利用料金実績
（単位：円） 2,715,260 1,934,440 780,820

1



実施 評価

○

○

判定 評価

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

利用者の公平性
使用許可及び減免の適切な執
行、利用者の公平性の確保

条例に従い、利用者に対し使用許可・減免
等を適切に行った。

3

②
サ
ー

ビ
ス
の
向
上

広報やＨＰなど
ＰＲ活動の実施

定期的・効果的な広報宣伝
ホームページや広報誌に掲載し、利用周知
を図った。

施設利用状況の
定期報告

利用状況の定期報告 市への定期報告(月1回)を行った。

利用申込み等の
受付体制の確保

利用者の快適利用、円滑な施設
運営

速やかな受付及び貸出に努めた｡条例に定めのな
い物品は本会の物品を無料で貸し出しするなど
し、利用者の利便性向上に努めた。

避難訓練の実施
消防計画に従い､年2回避難及び消火訓
練を実施した｡

3

③
危
機
管
理
対
策

個人情報の保護 個人情報の適切な保護
市個人情報保護条例､奥州市社会福祉協
議会個人情報保護規定に基づき対応し
た。

速やかな措置と市など関係機関
への通報

対応マニュアルを作成し､体制を確保し
た｡

災害緊急時連絡
網・ﾏﾆｭｱﾙ整備

災害発生時の対応マニュアルの
整備

対応マニュアルを作成し、体制を確保
した。

3

消防設備の管理
及び点検の実施

消防設備の定期点検の実施
岩手信号防災㈱に委託し、機器点検(年
1回)､総合点検(年1回)を実施した。

警備業務の実施
(機械警備含む)

秩序・規律保持、犯罪防止、災
害防止及び利用者の安全確保

ALSOK岩手㈱へ委託し、外部からの侵入
を漏れなく監視し得るよう機器を設置
した。

事故発生時の対
応体制の確保

避難(救助)訓練
の実施

利用者からの苦
情に対する対応

苦情等への適切な対応
本会の苦情解決規定により､苦情受付体制を
整えた。即時対応が可能な件についてはそ
の場で対応を図った。

利用者増加策の
実施

イベントの企画や自主事業の実
施

ヒロノ福祉パークまつりを開催した。

清掃業務 日常清掃、定期清掃、特別清掃
江刺寿生会に委託し、日常清掃、全館
清掃(週1回)､定期清掃(月1回)､特別清
掃(年2回)を実施した。

水道光熱費・燃
料費の使用

環境負荷の抑制による省資源・
省エネルギー

節水・節電を積極的に行い、経費の節減に
努めた。

損害保険の加入 協定書の保険に加入
施設所有管理者賠償責任保険(あいおいニッ
セイ同和損害保険株式会社)に加入し、補償
体制をとった。

敷地環境の整備
敷地内植栽の保護、育成、処分
等の管理

江刺寿生会へ委託し年4回の作業実施すると
ともに、定期的に利用団体へ呼びかけて草
取りボランティアを実施した。

①
施
設
の
維
持
管
理

施設全般の維持
管理

建築物各部位の保守・点検
火災警報器の更新や利用者の利便性の
確保に努めた。

機械・電気設備
の保守点検

運転監視、定期的な保守・点検
(財)東北電気保安協会岩手県事業本部
に委託し、月次点検(需要施設2ヵ月1
回)、年次点検、臨時点検を実施した。

４　指定管理者業務の実施状況

区分 目標（協定内容・仕様等） 実施状況 目標未達成の理由等

本市指定事業
・施設の使用許可等に関する業務
・施設の使用に係る使用料金の徴収に関する業務
・施設の維持管理に関する業務

3

自 主 事 業
・ヒロノ福祉パーク祭
・福祉関係団体の活動支援

３　事業の実施状況

区　分 目標（協定内容・指定管理者提案） 追加事業、未実施事業及びその理由

2



評価

７　改善事項等

　　取り組み・
　　改善案等
　(施設所管課)

前年度からの改善事項 実施状況 次年度に向けての改善事項

優先度を見極めながら、引き続き
計画的な施設の更新・補修を行
う。

屋根の改修工事等計画的な修繕に
加え、外壁工事や給水配管の漏
水、ロールスクリーンの修繕等、
指定管理者からの要請により必要
な修繕を順次行っている。

優先度を見極めながら、引き続
き計画的な施設の更新・補修を
行う。

　③危機管理対策 3

５ 利用者評価 3

評価理由
指定管理者制度の導入によって、電気代高騰に対応するための代替策の実施や利用者目線に立った福祉
法人ならではの適切な施設管理が行われていることから行革の効果は上がっていると判断する。

3

２ 経費等の状況
　（行革効果）

4

３ 事業の実施状況 3

６　総合評価

総
合
評
価

評価区分 評価 総合評価

１ 施設の利用状況 3

3

２ 経費等の状況
　（指定管理者損益等）

3

４ 業務の実施状況 3

　①施設の維持管理 3

　②サービスの向上

５　利用者評価

利
用
者
評
価

利　用　者
アンケート

実施の有無 有

調査内容 施設利用団体に対して、利用の都度アンケートを実施した。

3

調査結果 利用報告の都度、アンケート内容を確認し、必要な対応を図った。

要望・苦情等

　　良好とする
　　評価

・いつも快適な環境を整えていただき感謝しています。
・当日の希望に関わらずご対応頂き感謝します。

　　苦情・改善
　　要望等

・ホールマイクが使用できなくなる。修繕が必要
・長テーブルが重い。準備や片付けが大変だ。（ホール、会議室、視聴覚
室）
・ギャラリー、冬季間は館内全体が非常に寒い。夏場も、熱が籠り暑すぎ
る。

3



単位：円
公の施設分 自主事業分 計
31,999,000 31,999,000

780,820 780,820
0

81,961 81,961
32,861,781 0 32,861,781

大項目 中項目 小項目
人件費 7,129,751 0 7,129,751

給与 7,129,751 0 7,129,751
給料手当 7,129,751 7,129,751
社会保険料等 0

0
賃金 0 0 0

臨時職員賃金 0
社会保険料等 0

0
一般管理費 24,159,550 0 24,159,550

需用費 15,682,141 0 15,682,141
消耗品費 128,301 128,301
燃料費 768,467 768,467
印刷製本費 0
光熱水費 14,443,173 14,443,173
修繕費 314,600 314,600
教養費 27,600 27,600

0
役務費 80,991 0 80,991

通信運搬費 2,997 2,997
手数料 13,394 13,394
保険料 64,600 64,600

0
委託料 7,405,453 0 7,405,453

業務委託料 6,697,493 6,697,493
保守料 707,960 707,960

0
0
0
0
0

使用料及び賃借料 0 0 0
賃借料 0

0
0
0
0

租税公課 969,200 0 969,200
消費税 966,000 966,000
印紙税 3,200 3,200

0
その他諸費 21,765 0 21,765

雑費 21,765 21,765
0
0
0
0
0

31,289,301 0 31,289,301

利用料金
指定管理者自主事業収入
雑収入

令和６年度江刺総合コミュニティセンターの指定管理に係る収支決算書

合計

合計

収

入

支

出

市からの指定管理料

4
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R6利用実績(人) 評価

3,042

3,042

項目

指定管理料 使用料

利用料金 賃貸料

自主事業 その他

雑収入

計 0 計(A）

人件費 2,658,700 指定管理料

需用費 委託料

役務費 需用費

委託料 その他

使用料・
賃借料

2,658,700 計(B）

租税公課 2,658,700 支出(B-A)

その他諸費 維持修繕費

備品購入費

計 0 計(C）

2,658,700 全体支出(B+C-A)

人 0 人

人 1 人

評価

円 なし

円 評価

直近2年平均

2,760,850

2,760,850全体支出(B+C-A)

利用料金算定額 減免対象額 実収入額利用料金実績
（単位：円） 0

令和６年度指定管理者評価調書

施設所管課 長寿社会課 評価者職氏名 課長　菊地　美喜 評価日 令和7年7月17日

施 設 名 称 水沢高齢者創作館 施 設 所 在 地 水沢地域

指定管理者名 奥州市老人クラブ連合会 公募・非公募の別 公　募

指 定 期 間 令和５年４月１日から令和10年３月31日まで（５年間） 新規・継続の別 継　続

施設設置目的 高齢者の生きがいと創造意欲の高揚
指定管理料の有無 有

指定管理料
の区分

指定管理料のみ
施 設 概 要 木工部、陶芸部、手芸部、園芸部、わら細工部

１　施設の利用状況

利 用 状 況

施設名 R3利用実績(人) R4利用実績(人) R5利用実績(人) 前年対比(％)

水沢高齢者創作館 2,465 3,002 2,972 102.4

3
3,002 2,972 102.4

〔利用者の増減理由〕

0

0 その他 0

2,658,700 2,658,700

歳入

使用料 0

0 賃貸料

計

2,760,850

2,658,766 0 2,658,766 計(A） 0

956,382 956,382

歳出

※経
常的

2,760,850

64,471 64,471 需用費 0

8,000 8,000

0

備品購入費 0

0 0

764,990 764,990

歳出

※臨
時的

維持修繕費

2,658,766 0 2,658,766 計(C） 0

支出(B-A)

R6年度指定管理者収支 市の歳入・歳出

R6年度決算額 直近２年平均（R4～5）

収入

公の施設分 自主事業分

その他 0

2,760,850

564,923 564,923 委託料 0

3利用者一人
当たりの

指定管理料

指定管理料
  　/利用者数

874.0

指定管理とした
効 果

〔指定管理による行革効果〕 〔支出での効果額〕 102,150

指定管理者制度を導入したことで、人件費削減に
よる経費面で効果が生じている。
また、相互交流や作品作りにより、高齢者の生き
がい創設が図られている。

〔支出での効果額の積算根拠〕

指定管理者
人件費率

人件費(賃金等)
　　/指定管理者事業支出

36.0 ％
R6年度

指定管理者損益
0 円

事業目的に適合しない支出等の有無

2

R6 比較

支出(B-A) 2,658,700 102,150

　直近２年の平均非常勤職員

300,000 300,000 計(B）

指定管理料

66 66

積極的にさまざまなイベントに参加し、出品や販売を行うことにより創作活動への意欲向上につながった。

２　経費等の状況

（計） 2,465

職 員 配 置
　常勤職員 直近２年の平均常勤職員

　非常勤職員

支出

事 業 収 支
（単位：円）

1

損益 0 0 0

9



実施 評価

○

判定 評価

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

３　事業の実施状況

区　分 目標（協定内容・指定管理者提案） 追加事業、未実施事業及びその理由

４　指定管理者業務の実施状況

区分 目標（協定内容・仕様等） 実施状況 目標未達成の理由等

本市指定事業 高齢者の生きがいと健康づくり事業の実施

3

自 主 事 業

①
施
設
の
維
持
管
理

施設全般の維持
管理

建築物各部位の保守・点検
施設全体が老朽化しているので、早め
の修繕を行い、経費削減に努めてい
る。

機械・電気設備
の保守点検

運転監視、定期的な保守・点検
専門業者（電気・ガス等）による定期
点検を行っている。

利用者からの苦
情に対する対応

苦情等への適切な対応
会員との交流を図り、会員の意思を尊
重しながら、対応している。

利用者増加策の
実施

イベントの企画や自主事業の実
施

イベント等に参加することにより活動
の周知やわずかではあるが新規加入増
につながった。

清掃業務 日常清掃、定期清掃、特別清掃
清掃分担に従い、部員が自主的に責任
感を持ち清掃がなされている。

水道光熱費・燃
料費の使用

環境負荷の抑制による省資源・
省エネルギー

水回り関係の経年劣化による漏水につ
いて、各部に周知を図り、注意して使
用している。

損害保険の加入 協定書の保険に加入
保険に加入しているため、安心して対
処することができる。

敷地環境の整備
敷地内植栽の保護、育成、処分
等の管理

施設の周囲の雑草などの駆除を各部で
行い、整備に努めている。

3

③
危
機
管
理
対
策

個人情報の保護 個人情報の適切な保護 個人情報の適切な保護に努めている。

速やかな措置と市など関係機関
への通報

連絡網を作成し、関係機関への連絡、
対応が適切に行われるように努めてい
る。

災害緊急時連絡
網・ﾏﾆｭｱﾙ整備

災害発生時の対応マニュアルの
整備

非常時連絡網、避難について確認す
る。

3

消防設備の管理
及び点検の実施

消防設備の定期点検の実施
定期点検（電気・ガス等）が実施され
ている。

警備業務の実施
(機械警備含む)

秩序・規律保持、犯罪防止、災
害防止及び利用者の安全確保

創作館の決まりを遵守し、事故防止に
取り組む。使用の講習（業者に依頼）
を実施して安全確保に努めている。

事故発生時の対
応体制の確保

避難(救助)訓練
の実施

避難訓練の実施 10月に避難訓練を実施した。

利用者の公平性
使用許可及び減免の適切な執
行、利用者の公平性の確保

水沢高齢者創作館条例に則り、適切に
対応している。

3

②
サ
ー

ビ
ス
の
向
上

広報やＨＰなど
ＰＲ活動の実施

定期的・効果的な広報宣伝
市老人クラブ連合会の会報や社会福祉
協議会の福祉だより等を活用して創作
館の宣伝に努めている。

施設利用状況の
定期報告

利用状況の定期報告
日誌、月毎活動報告書の記載によって
定期報告を行っている。

利用申込み等の
受付体制の確保

利用者の快適利用、円滑な施設
運営

パンフレットの作成やイベントへの参
加により、利用促進に努めている。
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評価

５　利用者評価

利
用
者
評
価

利　用　者
アンケート

実施の有無 有

調査内容

1.会員経過年数
2.活動の成就感
3.施設への要望
4.改善点

3

調査結果

1.会員の経過年数は平均8.6年
2.興味あることを安価でできること。物を生産できること、自分の能力を
知る。
3.自分のペースで活動していると無心になれる。
4.談笑していると、気分転換になる。

要望・苦情等

　　良好とする
　　評価

1.多くの会員は施設を生きがいづくりの場として活用されている。しか
し、より発表する機会があればという要望もでている。
2.新型コロナウイルスの感染拡大が、作品発表等の機会にどの程度影響が
あるか懸念している。

　　苦情・改善
　　要望等

1.木工部の部員が増えて、その分の機械稼働率が高くなり、修繕費が多く
なることが懸念される。
2.熱中症対策の一環として、適時対応してきたが、施設の老朽化と利用者
の高齢化で応急処置での対応だけでは防止できずにいる。

3

２ 経費等の状況
　（行革効果）

2

３ 事業の実施状況 3

６　総合評価

総
合
評
価

評価区分 評価 総合評価

１ 施設の利用状況 3

3

２ 経費等の状況
　（指定管理者損益等）

3

４ 業務の実施状況 3

　①施設の維持管理 3

　②サービスの向上

７　改善事項等

　　取り組み・
　　改善案等
　(施設所管課)

前年度からの改善事項 実施状況 次年度に向けての改善事項

施設の老朽化による漏水、破損等
に各部員とともに留意して活動す
るとともに、熱中症対策をどの部
でも行っていく。

漏水に関しては、修理を行った。
熱中症対策として扇風機を購入
し、電源が確保できない場所でも
使用できるよう、ポータブル電源
を購入した。

施設の老朽化による漏水、破損等に各部
員ともに留意して活動するとともに、新
型コロナウイルスによる感染防止を最重
要問題として、各部員とも意識した行動
を遵守する。

　③危機管理対策 3

５ 利用者評価 3

評価理由
様々な部や活動、イベントを行うことにより、高齢者の生きがいや創作意欲の高揚となっている。ま
た、アンケートを実施したりと、利用者の意見や要望を取り入れながら運営にあたっている。各部にも
施設利用の注意点等を周知しており、指定管理者として適切な事業管理ができている。
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単位：円
公の施設分 自主事業分 計
2,658,700 2,658,700

0
0

66 66
2,658,766 0 2,658,766

大項目 中項目 小項目
人件費 956,382 0 956,382

給与 0 0 0
給料手当 0
社会保険料等 0

0
賃金 956,382 0 956,382

臨時職員賃金 956,382 956,382
社会保険料等 0

0
一般管理費 1,702,384 0 1,702,384

需用費 564,923 0 564,923
消耗品費 19,918 19,918
燃料費 70,858 70,858
印刷製本費 49,631 49,631
光熱水費 175,656 175,656
修繕費 87,860 87,860
原材料費 161,000 161,000

0
役務費 64,471 0 64,471

通信運搬費 26,881 26,881
手数料 500 500
保険料 37,090 37,090

0
委託料 8,000 0 8,000

清掃業務委託料 0
警備委託料 0
防火点検委託料 8,000 8,000

0
0
0
0

使用料及び賃借料 300,000 0 300,000
使用料 300,000 300,000

0
0
0
0

租税公課 0 0 0
0
0
0

その他諸費 764,990 0 764,990
旅費 2,000 2,000
報償費 685,800 685,800
備品費 39,578 39,578
食糧費 22,967 22,967
研修費 14,645 14,645

0
2,658,766 0 2,658,766

利用料金
指定管理者自主事業収入
雑収入

令和６年度水沢高齢者創作館の指定管理に係る収支決算書

合計

合計

収

入

支

出

市からの指定管理料
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R6利用実績(人) 評価

1,700

1,700

項目

指定管理料 使用料

利用料金 賃貸料

自主事業 33,882 その他

雑収入

計 33,882 計(A）

人件費 7,860,000

需用費 委託料

役務費 需用費

委託料 その他

使用料・
賃借料

7,860,000 計(B）

租税公課 7,826,118 支出(B-A)

その他諸費 290,900 維持修繕費

113,800 備品購入費

計 404,700 計(C）

8,230,818 全体支出(B+C-A)

人 0 人

人 3 人

評価

円 なし

円 評価

直近2年平均

6,852,699

3

損益 0 0 0

0

　直近２年の平均非常勤職員

202,119 202,119 計(B）

指定管理料

33,882 33,882

竹細工部の参加人数が増えたことにより、利用実績が増えた。

２　経費等の状況

（計） 1,188

職 員 配 置
　常勤職員 直近２年の平均常勤職員

　非常勤職員

支出

事 業 収 支
（単位：円）

3

R6 比較

支出(B-A) 7,826,118 △ 973,419

3利用者一人
当たりの

指定管理料

指定管理料
  　/利用者数

4,623.5

指定管理とした
効 果

〔指定管理による行革効果〕 〔支出での効果額〕 △ 973,419

　本制度の導入により、円滑に事業運営及び施設管
理が図られた。
　令和５年度より新たな指定期間に入ったが、給
与・賃金の改善による人件費増及び物価・光熱費の
高騰による需用費増により、指定管理料はそれ以前
より増嵩している。

〔支出での効果額の積算根拠〕

指定管理者
人件費率

人件費(賃金等)
　　/指定管理者事業支出

68.3 ％
R6年度

指定管理者損益
0 円

事業目的に適合しない支出等の有無

R6年度指定管理者収支 市の歳入・歳出

R6年度決算額 直近２年平均（R4～5）

収入

公の施設分 自主事業分

その他 0

6,814,000

962,896 962,896 委託料 54,000

307,450

備品購入費 0

471,318 471,318

5,000 5,000

歳出

※臨時
的

維持修繕費

7,893,882 0 7,893,882 計(C） 307,450

支出(B-A) 6,852,699

7,893,882 0 7,893,882 計(A） 15,301

5,387,772 5,387,772

歳出

※経常
的

6,868,000

284,857 284,857 需用費 0

579,920 579,920

0

0 その他 15,301

7,860,000 7,860,000

歳入

使用料 0

0 賃貸料

計

利 用 状 況

施設名 R3利用実績(人) R4利用実績(人) R5利用実績(人) 前年対比(％)

江刺高齢者生産活動センター 1,188 1,325 1,477 115.1

4
1,325 1,477 115.1

〔利用者の増減理由〕

施設設置目的
　高齢者の経験や技術を生かした就業機会の増大を図り、その生
きがいを高めるため、高齢者の生活活動を総合的、機能的に推進
し、山村地域の振興に資する。

指定管理料の有無 有

指定管理料
の区分

利用料金のみ
施 設 概 要

ロビー（展示室）、竹加工室、木工室、食品加工室、陶器室、休
憩室、事務室等

１　施設の利用状況

施 設 名 称 江刺高齢者生産活動センター 施 設 所 在 地 江　刺　地域

指定管理者名 社会福祉法人奥州市社会福祉協議会 公募・非公募の別 公　募

指 定 期 間 令和５年４月１日～令和10年３月31日（５年間） 新規・継続の別 継　続

令和６年度指定管理者評価調書

施設所管課 江刺総合支所健康福祉グループ 評価者職氏名 山路友紀子 評価日 令和7年7月18日

7,160,149全体支出(B+C-A)

利用料金算定額 減免対象額 実収入額利用料金実績
（単位：円） 0
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実施 評価

○

○

判定 評価

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

利用者の公平性
使用許可及び減免の適切な執
行、利用者の公平性の確保

公平性は確保されている。

3

②
サ
ー

ビ
ス
の
向
上

広報やＨＰなど
ＰＲ活動の実施

定期的・効果的な広報宣伝
「市広報」や「社協HP」等においてＰ
Ｒを実施している。

施設利用状況の
定期報告

利用状況の定期報告 毎月の報告を確認した。

利用申込み等の
受付体制の確保

利用者の快適利用、円滑な施設
運営

トラブル等もなく問い合わせへも適正
に対応している。

避難訓練の実施 消防計画に基づき実施している。

3

③
危
機
管
理
対
策

個人情報の保護 個人情報の適切な保護
奥州市社会福祉協議会個人情報保護規
定に基づき適正に実施している。

速やかな措置と市など関係機関
への通報

マニュアルを策定し、事故発生時の対
応に備えている。

災害緊急時連絡
網・ﾏﾆｭｱﾙ整備

災害発生時の対応マニュアルの
整備

マニュアルを策定し、災害発生時の対
応に備えている。

3

消防設備の管理
及び点検の実施

消防設備の定期点検の実施
法定点検を実施。消防計画を策定し、
火災予防に取り組んでいる。

警備業務の実施
(機械警備含む)

秩序・規律保持、犯罪防止、災
害防止及び利用者の安全確保

職員による施錠管理をしている。

事故発生時の対
応体制の確保

避難(救助)訓練
の実施

利用者からの苦
情に対する対応

苦情等への適切な対応
マニュアルにて対応することとしてい
るが、苦情は出ていない。

利用者増加策の
実施

イベントの企画や自主事業の実
施

老人クラブを中心に体験学習を開催す
ることにより、その後の利用に繋げて
いる。

清掃業務 日常清掃、定期清掃、特別清掃 活動日に業者委託により実施。

水道光熱費・燃
料費の使用

環境負荷の抑制による省資源・
省エネルギー

漏水箇所の修繕により水道使用量が減
となった。省エネに努め、適正な使用
と認められる。

損害保険の加入 協定書の保険に加入
利用者及び職員のケガや事故のため施
設賠償保険に加入している。

敷地環境の整備
敷地内植栽の保護、育成、処分
等の管理

職員により定期的に実施されている。

①
施
設
の
維
持
管
理

施設全般の維持
管理

建築物各部位の保守・点検
漏水箇所の特定を行い修繕につなげ
た。小修繕はスタッフが行い、経費削
減に勤めている。

機械・電気設備
の保守点検

運転監視、定期的な保守・点検
定期点検は実施せず、異常がある際に
業者へ依頼している。

４　指定管理者業務の実施状況

区分 目標（協定内容・仕様等） 実施状況 目標未達成の理由等

本市指定事業
使用の許可に関する業務
施設及び設備の維持管理に関する業務
仕様書に定める業務

3

自 主 事 業
研修視察の実施
陶芸教室
文化祭等の作品展示

３　事業の実施状況

区　分 目標（協定内容・指定管理者提案） 追加事業、未実施事業及びその理由
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評価

７　改善事項等

　　取り組み・
　　改善案等
　(施設所管課)

前年度からの改善事項 実施状況 次年度に向けての改善事項

特になし 特になし

　③危機管理対策 3

５ 利用者評価 1

評価理由

・利用者数が年々増加しており、イベントや広報活動が功を奏していると評価できる。
・小規模な施設修繕は、スタッフの作業により行うなど、経費の削減に努めている。
・施設の特性を生かした自主事業の取り組みは、「高齢者の生活活動を総合的、機能的に推進し、山村
地域の振興に資する」という施設の目的に貢献している。

3

２ 経費等の状況
　（行革効果）

3

３ 事業の実施状況 3

６　総合評価

総
合
評
価

評価区分 評価 総合評価

１ 施設の利用状況 4

3

２ 経費等の状況
　（指定管理者損益等）

3

４ 業務の実施状況 3

　①施設の維持管理 3

　②サービスの向上

５　利用者評価

利
用
者
評
価

利　用　者
アンケート

実施の有無 無

調査内容
実施はしていないが、申し出や要望等について随時受けられる体制をとっ
ている。

1

調査結果

要望・苦情等

　　良好とする
　　評価

マニュアルにて対応することとしているが、苦情は出ていない。

　　苦情・改善
　　要望等
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単位：円
公の施設分 自主事業分 計
7,860,000 7,860,000

0
0

33,882 33,882
7,893,882 0 7,893,882

大項目 中項目 小項目
人件費 5,387,772 0 5,387,772

給与 4,582,597 0 4,582,597
給料手当 4,582,597 4,582,597
社会保険料等 0

0
賃金 805,175 0 805,175

臨時職員賃金 805,175 805,175
社会保険料等 0

0
一般管理費 2,506,110 0 2,506,110

需用費 962,896 0 962,896
消耗品費 158,703 158,703
燃料費 229,302 229,302
印刷製本費 0
光熱水費 570,931 570,931
修繕費 3,960 3,960

0
0

役務費 284,857 0 284,857
通信運搬費 117,317 117,317
手数料 63,560 63,560
保険料 103,980 103,980

0
委託料 579,920 0 579,920

清掃業務委託料 579,920 579,920
警備委託料 0

0
0
0
0
0

使用料及び賃借料 202,119 0 202,119
賃借料 172,036 172,036
機械保守料 30,083 30,083

0
0
0

租税公課 471,318 0 471,318
消費税等 471,318 471,318

0
0

その他諸費 5,000 0 5,000
県安全運転管理者部会連合会費5,000 5,000

0
0
0
0
0

7,893,882 0 7,893,882

利用料金
指定管理者自主事業収入
雑収入

令和６年度江刺高齢者生産活動センターの指定管理に係る収支決算書

合計

合計

収

入

支

出

市からの指定管理料
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R6利用実績(人) 評価

0

9,504

9,504

項目

指定管理料 0 使用料

利用料金 0 賃貸料

自主事業 15,248,267 その他

雑収入

計 15,248,267 計(A）

人件費 6,423,400 指定管理料

需用費 2,848,322 委託料

役務費 11,516,666 需用費

委託料 1,358,046 その他

使用料・
賃借料

22,146,434 計(B）

租税公課 6,898,167 支出(B-A)

その他諸費 17,922,300 維持修繕費

0 備品購入費

計 17,922,300 計(C）

24,820,467 全体支出(B+C-A)

人 26 人

人 17 人

評価

円 なし

円 評価

直近2年平均

8,268,354

8

損益 △ 16,216,886 0 △ 16,216,886

15

　直近２年の平均非常勤職員

3,428,359 3,428,359 計(B）

指定管理料

2,438,070 2,438,070

看護師の退職に伴う人員不足により令和6年4月1日より通所介護事業を休止している。
短期入所については新規利用件数が伸びたことが増加した要因の一つと考えらえる。

２　経費等の状況

（計） 16,896

職 員 配 置
　常勤職員 直近２年の平均常勤職員

　非常勤職員

支出

事 業 収 支
（単位：円）

3

R6 比較

支出(B-A) 6,898,167 1,370,187

2利用者一人
当たりの

指定管理料

指定管理料
  　/利用者数

675.9

指定管理とした
効 果

〔指定管理による行革効果〕 〔支出での効果額〕 1,370,187

数値上一定の行革効果は表れているものの、人材が確保出
来ない等の経営上の理由により本来実施すべき通所介護事
業を休止していることにより指定管理料が抑制されている
側面もある。
築26年が経過した施設であることから、維持修繕費等の行
政効果額に反映されない臨時的経費の増加が今後も見込ま
れる。

〔支出での効果額の積算根拠〕

指定管理者
人件費率

人件費(賃金等)
　　/指定管理者事業支出

64.2 ％
R6年度

指定管理者損益
△ 16,216,886 円

事業目的に適合しない支出等の有無

R6年度指定管理者収支 市の歳入・歳出

R6年度決算額 直近２年平均（R4～5）

収入

公の施設分 自主事業分

その他 1,333,236

7,906,500

35,612,453 35,612,453 委託料 2,645,982

6,250,646

備品購入費 0

25,000 25,000

16,970 16,970

歳出

※臨
時的

維持修繕費

144,365,939 0 144,365,939 計(C） 6,250,646

支出(B-A) 8,268,354

128,149,053 0 128,149,053 計(A） 16,321,007

92,702,049 92,702,049

歳出

※経
常的

24,589,361

741,958 741,958 需用費 12,703,643

11,839,150 11,839,150

0

0 0 その他 16,321,007

6,423,400 6,423,400

歳入

使用料 0

119,287,583 119,287,583 賃貸料

計

利 用 状 況

施設名 R3利用実績(人) R4利用実績(人) R5利用実績(人) 前年対比(％)

8,982

通所介護事業 7,869 6,760 6,184 0.0

2

短期入所生活介護事業 9,027 8,671

15,431 15,166 62.7

〔利用者の増減理由〕

105.8

施設設置目的
居宅における介護を支援する。（通所介護事業・短期入所生活介
護事業・居宅介護支援事業・障害福祉サービス事業）

指定管理料の有無 有

指定管理料
の区分

指定管理料＋利用料金
施 設 概 要

デイサービスセンター、ヘルパーステーション、在宅介護支援セ
ンター、厨房、ショートステイ居室（30床）等

１　施設の利用状況

施 設 名 称 まえさわ介護センター 施 設 所 在 地 前沢地域

指定管理者名 社会福祉法人　つつじ会 公募・非公募の別 公　募

指 定 期 間 令和４年４月１日～令和９年３月31日（５年間） 新規・継続の別 継　続

令和６年度指定管理者評価調書

施設所管課 前沢総合支所市民福祉グループ 評価者職氏名 グループ長　佐々木光男 評価日 令和7年7月18日

14,519,000全体支出(B+C-A)

利用料金算定額 減免対象額 実収入額利用料金実績
（単位：円） 119,287,583 119,287,583
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実施 評価

△

×

判定 評価

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

利用者の公平性
使用許可及び減免の適切な執
行、利用者の公平性の確保

公平中立なケアマネジメントの確保に
関する説明を行っている事を確認し
た。

3

②
サ
ー

ビ
ス
の
向
上

広報やＨＰなど
ＰＲ活動の実施

定期的・効果的な広報宣伝
広報誌を定期的に発行し、家族や関係
機関へ配布している事を確認した。

施設利用状況の
定期報告

利用状況の定期報告 毎月の報告を確認した。

利用申込み等の
受付体制の確保

利用者の快適利用、円滑な施設
運営

各部門責任者を中心に適切な対応もあったが、人員不足に
より多忙で気持ちに余裕が持てず満足のいくサービスを提
供出来なかった職員がいた。

避難訓練の実施
隣接施設との合同訓練を実施したことを確
認した。

3

③
危
機
管
理
対
策

個人情報の保護 個人情報の適切な保護
基本協定書第17条及び独自の基本規定
等に基づき適切に実施されていた。

速やかな措置と市など関係機関
への通報

初期対応や家族、関係機関への連絡が適切に行われてい
た。事業所内部で報告書を作成して全職員に回覧すること
により、原因や対応策を情報共有して再発防止に努めてい
たことを確認した。

災害緊急時連絡
網・ﾏﾆｭｱﾙ整備

災害発生時の対応マニュアルの
整備

防災計画書及び緊急連絡網は整備され
ていることを確認した。

3

消防設備の管理
及び点検の実施

消防設備の定期点検の実施
点検業務の委託により適切に管理が行
われていた。

警備業務の実施
(機械警備含む)

秩序・規律保持、犯罪防止、災
害防止及び利用者の安全確保

休日や夜間についても日直当直により
安全が確保されていた。

事故発生時の対
応体制の確保

避難(救助)訓練
の実施

利用者からの苦
情に対する対応

苦情等への適切な対応
特に苦情等はなかったが、苦情等が
あった際は迅速な対応が行える体制を
整備していることを確認した。

利用者増加策の
実施

イベントの企画や自主事業の実
施

介護センターまつりは開催出来なかっ
たことを確認した。

感染症防止のため

清掃業務 日常清掃、定期清掃、特別清掃
法人職員で清掃業務を行っていた。浴
室配管や厨房害虫駆除については業者
へ委託していた。

水道光熱費・燃
料費の使用

環境負荷の抑制による省資源・
省エネルギー

蛍光灯の間引き、こまめな消灯、窓の
開閉等節約に努めていた。

損害保険の加入 協定書の保険に加入
介護保険・社会福祉事業者総合保険へ
の加入を確認した。

敷地環境の整備
敷地内植栽の保護、育成、処分
等の管理

隣接する市の管理施設と合わせ共同管理を行った。植木の
伐採、中庭の草刈りについては法人職員が行っていること
を確認した。

①
施
設
の
維
持
管
理

施設全般の維持
管理

建築物各部位の保守・点検
保守・点検業務の委託により、適切に
管理が行われていた。

機械・電気設備
の保守点検

運転監視、定期的な保守・点検
保守・点検業務の委託により、適切に
管理が行われていた。

４　指定管理者業務の実施状況

区分 目標（協定内容・仕様等） 実施状況 目標未達成の理由等

本市指定事業

施設を適正かつ円滑に管理すること。
指定管理者が有する能力を活用しつつ、地域住民等に対す
る福祉サービスの効果及び効率を向上させ、もって地域の
福祉の一層の増進を図ること。

指定管理受託法人の経営上の理由により通所
介護事業を令和6年度より休止している状況
にある。（事前に休止申し出があり、承認し
ている経緯あり。）

1

自 主 事 業 介護ｾﾝﾀｰまつりの開催
新型コロナウイルス等の感染症防止、人員不
足の為開催出来なかった。

３　事業の実施状況

区　分 目標（協定内容・指定管理者提案） 追加事業、未実施事業及びその理由
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評価

７　改善事項等

　　取り組み・
　　改善案等
　(施設所管課)

前年度からの改善事項 実施状況 次年度に向けての改善事項

職員不足の解消（インターネット
を活用した人材募集）。

メイン事業の一つである通所介護
事業再開の目途が立たず、令和7年
度も引き続き休止が続いている状
況にある。

職員不足を解消し、通所介護事
業の再開を目指す。

　③危機管理対策 3

５ 利用者評価 3

評価理由

・今年度の指定管理者損益もマイナスであり、赤字経営が慢性化しつつあるが昨今の物価高騰や人件費
の増大等経済環境の変化による影響が大きく、指定管理者がコントロールするには難しい、やむを得な
い事情が含まれていることも考慮する必要がある。
・しかしながら、必要な職員を確保できず通所介護事業の休止に至ったことについては、全国的な福祉
人材不足が深刻な問題である現状を考慮しつつも大変遺憾なことであり、施設の設置目的に則った指定
管理業務を適正に実施できる体制の構築を強く望む。
・前年度未実施であった利用者アンケートの実施によりサービス向上に努めたことは評価できる。
・施設は築26年が経過し、経年劣化に伴う修繕等の経費増加が懸念される。

3

２ 経費等の状況
　（行革効果）

3

３ 事業の実施状況 1

６　総合評価

総
合
評
価

評価区分 評価 総合評価

１ 施設の利用状況 2

2

２ 経費等の状況
　（指定管理者損益等）

2

４ 業務の実施状況 3

　①施設の維持管理 3

　②サービスの向上

５　利用者評価

利
用
者
評
価

利　用　者
アンケート

実施の有無 有

調査内容 食事嗜好調査、職員対応状況調査

3

調査結果

主食、おかず、汁物、おやつについてそれぞれ量、固さ、温度、見た目等
の項目についてアンケート調査を実施した結果、「ちょうどよい」という
回答が大多数であった。職員対応についても「非常に良い」47％、「普
通」53％で、「悪い」は０％だった。

要望・苦情等

　　良好とする
　　評価

・給食について、大多数の利用者より適正と評価を受けている。

　　苦情・改善
　　要望等

・おかずの味が薄い、おやつの量が少ない等。
・「味付けごはん」「はっと」が食べたい等。
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